
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予

算

額

前年度繰越

581,313 560,293 331,817 289,487

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

　本資金は、市町村等の要望に対して県の判断において機動的・弾力的に貸付を行うことができる制度であり、年度末に突発的な資金手

当が必要になった場合の対応等、財政力の弱い市町村等にとってはセーフティネットの役割を果たしている。

　今後も市町村等のニーズを的確に把握し、使いやすい制度となるよう工夫を行いながら、制度を運用していきたい。

目標に対

する成果

の状況

市町村等から借入れの相談はあったが、本資金以外の財源により事業が実施できたことから、平成26年度の貸付はなかった。

 概算事業費（B（A）+C） 581,974 460,954 232,478 290,148

661 661

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの

財源

560,293 331,817

概　算

人件費

0.08 0.08 0.08 0.08

661

581,313 460,293 231,817

661

560,293 331,817 289,487

合計（A) 581,313 289,487

-

26年度26年度26年度26年度 27年度

当初予算 581,313

補正予算

２. 一般会計繰出金 繰出金

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算） （当初）

１. 市町村振興資金貸付金 貸付金 ― 100,000 0 100,000

231,817

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

市町村等の要望に対して、国の同意なしに県の判断により貸付を行うことが可能

長野県市町村振興資金貸付要綱

課・室 市町村課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail shichoson@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

289,487

本資金を貸し付けることで、財政力が弱い市町村等が必要な事業を早期に実施できるように、また起債で措置できない緊急時等において

市町村等が迅速に対応できるよう、市町村等の健全な財政運営を支援し、地域の活性化と住民福祉の向上が達成されること。

○通常の地方債の対象とならない事業や起債充当残についても、市町村等が必要な事業を実施するため資金を要する場合がある。

○地方債の協議等期限の経過後に市町村において急遽資金需要が発生した場合、通常の地方債では資金調達することができない。

成果目標の達成状況

項目

-

事業番号 03 １１ ０８ 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 市町村振興資金貸付金市町村振興資金貸付金市町村振興資金貸付金市町村振興資金貸付金
担

当

課

部局 企画振興部

実施期間 S41 ～

- - -

財政状況等が厳しい市町村等が、必要な事業が実施できるよう、低利で資金貸付を行うことにより市町村の資金需要を補完する

Ｈ26
H27

目標

H25末

（実績）
目標 成果 達成状況

-

231,817 189,487

合計 331,817 231,817


